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旧柏崎小学校跡地広場ワークショップ
　　　　　　第 2回（10/26）開催報告かわら版

八戸市

旧柏崎小学校の跡地を広場として活用するために、
５つのテーマに沿って具体的な活用イメージについて話し合いました！

　第１回ワークショップでは、広場の整備に向けた基本方針を次の５つに整理しました。
　〇人とのつながりをつくる場　〇観光交流の役割を担う場　　　　〇子どもが元気に遊べる場
　〇誰もが自由に憩える場　　　〇三社大祭を次世代につなげる場
　第２回ワークショップでは、これら５つの基本方針について、「なぜそれが大事なのか」「どんな場面
が想定されるか」「どんな機能が必要か」を考えました。
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第２回の意見抜粋

※12/11( 月 ) 開催の第３回ワークショップが最後となります。
　【内容】　 ・どんな形の広場にするのか
　　　　　・広場案についての意見交換

・盆踊りや町内会活動などをきっかけとして地域内のつ
  ながりをつくる場にしたい。
・市民の文化祭や学校の発表会などで広場を活用するの
  はどうか。

人とのつながりをつくる場

・子どもが自由に遊べる場にしたい。
・年齢や用途に応じた遊具を準備したい。
・保育園や学校の教育の延長の場として活用してはどうか。

子どもが元気に遊べる場

・最低限のルールで、自分たちで考えながら自由に使え
  る広場にしたい。
・年齢や障がいに関わらず誰でも利用できる環境を整える。
・桜をみんなで楽しめるような場をつくる。

誰もが自由に憩える場

・「地域」と「祭り」の関係性を探していきたい。
・地域としては三社大祭を応援したいと思っているので、
  どう協力体制を構築できるかが大事になる。
・制作や練習の見学の場をつくっていきたい。

三社大祭を次世代につなげる場
・三社大祭の PR や地域の方との交流の場にしたい。
・山車体験、観光客ガイド、プロジェクションマッピン
  グなど様々な仕掛けが考えられる。
・祭り以外にも来てもらうような仕掛けも必要である。

観光交流の役割を担う場


